
― 1 ― 
 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
野
秀
樹 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
『
放
射
線
災
害
と
向
き
合
っ
て

―

福
島
に
生
き
る
医
療
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
（
福
島
県
立
医
科
大
学

附
属
病
院
被
ば
く
医
療
班
編
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
出
版
、
二
〇
一
三
年

五
月
）
を
書
棚
か
ら
だ
し
ま
し
た
。
第
三
章
「
原
爆
と
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
か
ら
分
か
っ
て
い
る
こ
と
」
（
熊
谷
敦
史
）
で
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
の
こ
と
を
確
認
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発

事
故
後
の
施
設
は
侵
略
後
、
ロ
シ
ア
軍
が
い
ち
早
く
管
理
下
に
置
い
た
と

い
う
報
道
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
四
号
機
で
水
蒸
気
爆
発
と
水
素
爆

発
が
起
き
た
の
が
一
九
八
六
年
四
月
二
六
日
。
同
原
発
の
あ
る
プ
リ
ピ
ャ

チ
の
住
人
四
万
九
千
人
と
半
径
三
〇
キ
ロ
以
内
の
住
民
一
三
万
五
千
人

が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
被
害
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
ど

ま
ら
ず
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
及
び
、
隣
接
す
る
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
内
に

も
多
大
の
被
害
が
生
じ
た
こ
と
は
当
然
で
す
。
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
あ
た
っ

て
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
経
由
で
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
国
境
を
越
え
た
放
射
線
の
被
害
者
で
あ
っ
た
人
々
が
、

背
中
合
わ
せ
に
再
び
被
害
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
な
ん
と
も
や
り
き

れ
ま
せ
ん
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
日
本
か
ら
の
支
援
は
広
島
大
学
、
長
崎
大

学
を
中
心
に
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
も
ま
た
、
報
道
に
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
一
九
九
一
年
の
ソ

ビ
エ
ト
崩
壊
時
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
一
八
〇
〇
発
以
上
の
核
弾
頭
が
存

在
し
、
一
九
九
四
年
の
「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
覚
書
」
に
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
も

署
名
し
、
核
兵
器
を
ロ
シ
ア
に
引
き
渡
す
こ
と
で
、
署
名
国
に
よ
っ
て
同

国
の
安
全
保
障
が
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ソ
連
崩

壊
時
に
最
も
危
惧
さ
れ
た
核
兵
器
の
拡
散
を
防
い
だ
こ
と
で
、
賞
賛
さ
れ

る
べ
き
は
ず
が
、
結
果
的
に
核
保
有
国
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
な
ん
と
も
や
り
き
れ
な
い
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
「
や
り
き
れ
な
い
」
な
ど
と
い
う
だ
け
で
は
何
の
力
に
も
な
り
得
な

い
こ
と
は
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。 

 

本
「
会
報
」
の
第
四
号
（
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
）
、
第
六
号
（
二
〇
〇

三
年
五
月
）
で
は
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
に
よ
る
核
開
発
の
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
（
中
野
和
典
）
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
と
「
瀬
戸
際
外
交
」
と
い

う
言
葉
も
見
え
ま
す
。
二
〇
年
と
い
う
時
間
が
経
過
し
て
も
、
核
兵
器
を

め
ぐ
る
世
界
の
政
治
は
、
変
わ
っ
て
い
な
い
、
そ
う
実
感
さ
せ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
そ
の
時
間
の
中
を
私
た
ち
は
研
究
会
を
続
け
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
福
島
大
学
で
研
究
会
を
開
催
し
た
の
は
、
二
〇

一
三
年
四
月
、
第
四
一
回
の
研
究
会
で
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
福
島

を
結
ぶ
視
点
は
全
国
的
に
共
有
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
熊
谷
敦
史
さ

ん
も
参
加
さ
れ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
直
接
的
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
結
ぶ
内
容
と
し
て
、
第
五
二
回

研
究
会
（
二
〇
一
七
年
五
月
）
の
一
日
目
は
、
原
爆
の
図
丸
木
美
術
館
と

共
催
で
、
本
橋
成
一
監
督
「
ナ
ー
ジ
ャ
の
村
」
と
「
ベ
ラ
ル
ー
シ
再
訪
２

０
１
７
」
の
上
映
と
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
美
し
い
村
々

と
無
人
の
村
の
映
像
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

 

原
爆
文
学
研
究
会
報 

｜
第
六
五
号

｜ 

原
爆
文
学
研
究
会 

二
〇
二
二
年
三
月 
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第
六
五
回 

原
爆
文
学
研
究
会
報
告 

 
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
五
日
（
土
）
第
六
五
回
研
究
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
本
研
究
会
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る

た
め
、
し
ば
ら
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
第
一

期
最
後
の
研
究
会
と
な
る
第
六
五
回
は
対
面
と
遠
隔
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
を
採
用
し
ま
し
た
。
研
究
会
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
一
九
八
〇
年
代

の
雑
誌
に
み
る
反
原
発
思
想
」
と
座
談
会
「
原
爆
文
学
研
究
会
の
二
〇
年

を
振
り
返
る
」
の
二
本
立
て
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

前
半
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
名
古
屋
大
学
の
会
場
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
同
時
中
継
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
髙
畑
早
希
さ
ん
の
報
告
「
一
九
八

〇
年
代
ま
で
の
児
童
文
学
誌
に
み
る
「
反
原
発
」
言
説
の
展
開
と
、
た
つ

み
や
章
『
夜
の
神
話
』
の
登
場
」
、
次
に
久
野
桜
希
子
さ
ん
の
報
告
「
『
宝

島
』
に
お
け
る
反
原
発
思
想
の
展
開
」
、
最
後
に
加
島
正
浩
さ
ん
か
ら
「
運

動
体
と
し
て
の
野
草
社―

『
80
年
代
』
・
『
自
然
生
活
』
の
分
析
を
中
心

に―

」
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
反
原
発
思

想
を
当
時
刊
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌
か
ら
紐
解
こ
う
と
す
る
試
み
に
、
会
場

か
ら
は
同
時
代
を
生
き
て
い
た
参
加
者
か
ら
の
質
問
や
コ
メ
ン
ト
が
盛

ん
に
な
さ
れ
ま
し
た
。 

後
半
の
座
談
会
は
対
面
会
場
で
あ
る
福
岡
大
学
文
系
セ
ン
タ
ー
棟
十

五
階
第
五
会
議
室
で
行
わ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
同
時
中
継
が
さ
れ
ま
し
た
。

川
口
隆
行
さ
ん
、
坂
口
博
さ
ん
、
髙
野
吾
朗
さ
ん
、
中
野
和
典
さ
ん
、
長

野
秀
樹
さ
ん
、
畑
中
佳
恵
さ
ん
が
登
壇
し
、
第
一
期
原
爆
文
学
研
究
会
に

つ
い
て
振
り
返
り
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
座
談
会
は
登
壇
者
の
発
言
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
対
面
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
集
ま
っ
た
参
加
者
に
も

マ
イ
ク
が
渡
さ
れ
る
形
を
と
り
、
会
の
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
だ
け
で
な

く
、
機
関
誌
の
編
集
発
行
や
研
究
そ
の
も
の
の
あ
り
方
に
ま
で
多
岐
に
渡

り
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
会
の
活
動
が
二
十
年
続
い
て
い
く
中
で
会

員
の
生
活
や
立
場
も
変
化
し
て
い

っ
た
こ
と
、
そ
れ
で
も
本
研
究
会
に

関
わ
り
続
け
た
人
達
の
生
き
様
を

垣
間
見
せ
る
よ
う
な
座
談
会
と
な

り
ま
し
た
。 

原
爆
文
学
研
究
会
は
二
〇
二
二

年
三
月
を
も
っ
て
第
一
期
の
活
動

を
終
了
す
る
た
め
、
こ
の
第
六
五
回

が
第
一
期
最
後
の
研
究
会
と
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
参
加
者
の
皆
様
の

協
力
に
よ
り
、
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

◇ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

一
九
八
〇
年
代
の
雑
誌
に
み
る
反
原
発
思
想 

◇ 

報
告
１ 

一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
児
童
文
学
誌
に
み
る
「
反
原
発
」

言
説
の
展
開
と
、
た
つ
み
や
章
『
夜
の
神
話
』
の
登
場 

髙
畑 

早
希 

筆
者
の
当
初
の
関
心
は
、
八
〇
年
代
の
日
本
の
児
童
文
学
誌
に
お
け
る

「
反
・
原
発
」
言
説
の
展
開
に
あ
っ
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電

所
の
大
事
故
を
受
け
て
、
日
本
で
も
原
発
を
扱
っ
た
作
品
が
現
れ
は
じ
め

た
こ
と
は
、
沢
崎
友
美
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
（
「
原
発
問
題
に
挑
む
児

童
文
学
か
ら
〈
物
語
の
力
〉
を
探
る―

―

た
つ
み
や
章
『
夜
の
神
話
』
を
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中
心
に―

―

」
『
児
童
文
学
研
究
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
二
年
）
が
、
批

評
誌
的
性
格
を
有
し
た
『
日
本
児
童
文
学
』
が
、
そ
れ
ら
の
作
品
へ
ど
の

よ
う
に
応
答
し
た
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
た
め
だ
。 

し
か
し
、
調
査
の
結
果
、
『
日
本
児
童
文
学
』
で
は
原
子
爆
弾
や
核
ミ

サ
イ
ル
な
ど
に
対
す
る
「
反
・
核
兵
器
」
の
言
説
は
数
多
く
見
ら
れ
る
も

の
の
、
「
反
・
原
発
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
報
告
の
焦
点
を
「
反
・
核
兵
器
」
と
「
反
・
原
発
」
言
説
の
〈
す

れ
違
い
〉
に
置
き
、
誌
面
で
展
開
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。 

八
〇
年
代
の
「
反
・
核
兵
器
」
言
説
で
目
に
つ
く
の
は
、
ま
ず
、
「
特

集
：
作
品
・
近
未
来
戦
へ
の
警
告
」
（
一
九
八
一
年
十
二
月
号
）
で
あ
る
。

こ
の
特
集
は
、
米
ソ
の
核
戦
争
を
題
材
と
し
た
映
画
『FU
TU

RE W
A

R

・

198X

』
の
制
作
中
止
を
求
め
る
抗
議
活
動
（
映
画
の
内
容
が
「
核
兵
器
賛

美
」
で
あ
る
と
し
て
、
東
映
の
労
組
や
母
親
ら
の
団
体
が
起
こ
し
た
）
の

一
環
と
し
て
編
ま
れ
た
。
ま
た
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
は
、
レ
イ
モ
ン
ド
・

ブ
リ
ッ
グ
ズ
の
絵
本
『
風
が
吹
く
と
き
』
へ
の
注
目
も
見
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
評
論
家
の
長
谷
川
潮
は
、
核
戦
争
時
に
「
お
役
所
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

通
り
に
行
動
し
て
死
に
到
る
無
知
で
善
良
な
夫
婦
を
描
い
た
本
作
に
つ

い
て
、
「
防
護
し
て
生
き
残
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
国
家
が
国
民
に
押
し

つ
け
た
幻
想
に
過
ぎ
な
い
こ
と
」
を
鋭
く
明
ら
か
に
し
た
と
高
く
評
価
し

て
い
る
（
一
九
八
四
年
八
月
号
）
。 

上
記
の
特
集
は
、
過
去
の
戦
争
を
語
り
継
ぐ
だ
け
で
な
く
、
近
未
来
戦

を
語
る
た
め
の
「
有
効
な
創
造
」
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
当
時
と
し
て
は

意
欲
的
な
試
み
で
あ
っ
た
が
、
『
風
が
吹
く
と
き
』
と
同
様
に
、
核
戦
争

に
よ
る
終
末
の
恐
怖
を
強
調
し
て
終
え
る
作
品
が
多
い
点
に
つ
い
て
は
、

高
木
仁
三
郎
が
『
核
時
代
を
生
き
る
』
（
講
談
社
、
一
九
八
三
年
）
で
指

摘
し
た
類
い
の
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
（
た
だ
し
、

『
風
が
吹
く
と
き
』
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
抵
抗
の
文
脈
を
踏
ま
え
る
必
要
を
指
摘
し
て
頂
い
た
。

（
詳
し
く
は
高
山
智
樹
「" Protest and Survival " ?―

―

イ
ギ
リ
ス
非
核

武
装
運
動
と" W

hen the W
ind Blow

s"

」
『
原
爆
文
学
研
究
会
報
』
第
四

七
号
。
） 

最
後
に
、
「
反
・
原
発
」
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
大
変
不
十
分
で
あ
る

が
、
芝
田
勝
茂
『
夜
の
子
ど
も
た
ち
』
（
福
音
館
書
店
、
一
九
八
五
年
）

と
た
つ
み
や
章
『
夜
の
神
話
』
（
講
談
社
、
一
九
九
三
年
）
を
取
り
上
げ

た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
作
中
の
登
校
拒
否
の
問
題
に
つ
い
て
は

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
が
、
原
発
と
核
廃
棄
物
の
貯
蔵
所
に
つ
い
て
は

取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
少
年
が
神
々
と
協

力
し
て
原
発
事
故
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
要
素
が
、

批
評
の
し
づ
ら
さ
を
招
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。 

   

◇ 

報
告
２ 

『
宝
島
』
に
お
け
る
反
原
発
思
想
の
展
開 

久
野
桜
希
子  

本
発
表
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
若
者
に
よ
る
反
原
発
言
説
の
中
で

『
宝
島
』
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
。 ま

ず
は
『
宝
島
』
の
反
原
発
言
説
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
一

九
八
八
年
頃
の
誌
面
に
お
い
て
反
原
発
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
実
践
さ

れ
て
い
た
の
か
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
自
宅
闘
争
」
と
「
趣
味
と

の
接
続
」
と
い
う
二
点
の
特
徴
を
見
出
し
た
。
自
宅
と
い
う
最
も
個
人
的

な
場
所
か
ら
、
自
分
の
や
り
た
い
方
法
で
行
動
す
る
と
い
う
「
自
宅
闘
争
」

の
方
法
は
、
「
運
動
」
や
「
連
帯
」
に
拒
否
感
を
示
す
若
者
に
と
っ
て
受
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け
入
れ
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。
「
趣
味
と
の
接
続
」
と
い
う
観
点
に
つ

い
て
は
、
特
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
注
目
し
て
分
析
し
た
。
『
宝
島
』
で
は

反
原
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
服
や
バ
ッ
ジ
を
製
作
・

販
売
し
、
そ
れ
ら
を
身
に
付
け
て
参
加
す
る
ロ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
に
よ
り
、
反
原
発
と
音
楽
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
結
び
つ
け
た
場
の

創
出
を
行
な
っ
て
い
た
。 

次
に
、
同
時
代
の
他
の
若
者
雑
誌
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
ロ
ッ
ク
雑
誌

と
い
う
共
通
性
を
有
す
る
『
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ
ン
』
と
の
比
較
で

は
、
正
統
な
ロ
ッ
ク
批
評
誌
と
し
て
、
問
題
提
起
の
み
に
留
め
た
『
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ
ン
』
と
、
読
者
の
実
践
の
場
を
構
築
し
て
み
せ
た
『
宝

島
』
の
間
で
、
読
者
へ
与
え
る
影
響
が
大
き
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

さ
ら
に
、
同
時
代
に
『
宝
島
』
周
辺
と
は
別
の
文
化
を
形
成
し
て
い
た

若
者
た
ち
に
よ
る
反
原
発
言
説
を
見
る
た
め
、
漫
画
情
報
誌
の
『
コ
ミ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
』
を
分
析
し
た
。
『
コ
ミ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
』
で
は
、
反
原
発

と
漫
画
を
接
続
さ
せ
た
実
践
の
場
を
構
築
し
て
い
く
よ
う
な
動
き
に
は

至
ら
ず
、
読
者
の
多
く
は
原
発
問
題
を
取
り
上
げ
る
と
い
う
雑
誌
の
姿
勢

を
称
賛
し
応
援
す
る
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

質
疑
応
答
を
通
し
て
、
本
発
表
で
明
ら
か
に
な
っ
た
『
宝
島
』
の
反
原

発
言
説
の
同
時
代
的
な
功
績
が
、
そ
の
後
の
運
動
、
特
に
福
島
原
発
事
故

以
後
に
ど
の
よ
う
に
繫
が
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
考
え
を
深
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
『
宝
島
』
で
中
心
的
に
活
動
し
て
い
た
人
物

ら
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
か
、
ま
た
『
宝
島
』
の
実
践
が
サ

ウ
ン
ド
デ
モ
等
の
在
り
方
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
点
は
あ
る
の
か
、
と
い

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
、
今
日
的
な
運
動
の
在
り
方
と
接
続
し

た
研
究
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
当
日
ご
意
見

を
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。 

  

◇ 

報
告
３ 

運
動
体
と
し
て
の
野
草
社 

―

『
80
年
代
』
・
『
自
然
生
活
』
の
分
析
を
中
心
に―

 

加
島
正
浩 

本
報
告
は
、
野
草
社
が
一
九
八
〇
年
代
に
刊
行
し
た
『
80
年
代
』
と
、

そ
の
後
継
誌
で
あ
る
『
自
然
生
活
』
を
扱
っ
た
。
従
来
の
先
行
研
究
は
、

た
と
え
ば
絓
秀
実
が
、
『
80
年
代
』
の
刊
行
を
中
心
と
し
た
野
草
社
の
活

動
を
、
同
時
代
に
隆
盛
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
や
コ
ミ
ュ
ー
ン
主
義
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
の
色
彩
が
濃
い
運
動
誌
と
位
置
づ
け
た
り
、
安
藤
丈
将
が
反

原
発
運
動
を
は
じ
め
と
し
た
実
際
の
運
動
の
な
か
で
野
草
社
の
刊
行
物

が
実
践
的
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
り
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
野
草
社
の
刊
行
物
が
、
同
時
代
の
運
動
の
な
か
で
果
た
し
た
役
割
を
明

ら
か
に
し
た
安
藤
の
研
究
は
重
要
な
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の

視
点
か
ら
『
80
年
代
』
を
読
み
返
す
と
き
、
誌
面
で
も
批
判
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
都
市
住
民
の
ロ
マ
ン
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
過
ぎ
な
い
記
事
も
多

く
あ
り
、
『
80
年
代
』
も
ま
た
「
商
品
」
と
し
て
消
費
さ
れ
て
い
た
側
面

が
あ
る
こ
と
も
否
め
ず
、
絓
が
指
摘
す
る
よ
う
な
同
時
代
の
ニ
ュ
ー
エ
イ

ジ
な
ど
の
影
響
を
強
く
受
け
た
部
分
を
再
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。 

そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
こ
れ
ま
で
『
80
年
代
』
を
分
析
す
る
際
に
は
、

ほ
と
ん
ど
俎
上
に
乗
せ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
尾
ハ
ジ
メ
と
、
ア
イ
リ
ー

ン
・
ス
ミ
ス
の
仕
事
に
着
眼
し
た
。
中
尾
ハ
ジ
メ
は
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島

の
原
発
「
事
故
」
以
後
、
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
野

草
社
か
ら
『
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
』
（
一
九
八
一
年
九
月
）
を
刊
行
し
、
『
80

年
代
』
で
も
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
の
記
事
を
寄
稿
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
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い
く
つ
か
は
ス
ミ
ス
と
の
共
作
で
あ
り
、
ス
ミ
ス
の
名
で
出
た
寄
稿
記
事

で
も
中
尾
が
取
材
に
同
伴
し
て
い
る
様
子
が
み
え
る
。 

聞
き
取
り
調
査
で
は
、
原
発
「
事
故
」
以
後
に
力
を
持
つ
の
は
、
科
学

の
言
葉
で
あ
り
、
現
地
の
住
民
の
言
葉
は
、
「
事
故
」
以
後
を
語
る
現
地

の
住
民
の
言
葉
は
、
心
配
を
示
す
「
心
理
的
」
な
言
葉
と
し
て
片
づ
け
ら

れ
、
科
学
の
言
葉
が
「
事
実
」
を
示
す
「
体
制
」
の
言
葉
と
し
て
、
「
事

故
」
以
後
も
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
よ
う
に
流
通
す
る
様
子
が
示
さ
れ
る
。
そ

こ
か
ら
科
学
の
言
葉
は
、
原
発
「
事
故
」
以
後
の
「
現
実
」
を
直
接
に
捉

え
る
も
の
で
は
な
く
、
原
発
「
事
故
」
以
前
に
組
み
立
て
ら
れ
た
言
葉
そ

の
も
の
を
「
事
故
」
以
後
の
風
景
に
あ
て
は
め
、
瞬
時
に
答
え
を
出
す
も

の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
中
尾
と
ス
ミ
ス
の
仕
事
は
、
そ
の

よ
う
な
科
学
の
言
葉
に
抵
抗
す
る
た
め
に
、
専
門
家
で
な
い
民
衆
が
語
る

「
事
故
」
以
後
の
言
葉
を
聞
き
取
り
、
科
学
の
言
葉
の
な
か
に
組
み
込
む

（
科
学
の
言
葉
で
説
明
す
る
）
試
み
を
行
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
民
衆

が
体
験
を
理
解
し
、
言
葉
と
す
る
に
は
時
間
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
完
結

す
る
こ
と
な
く
、
現
地
で
聞
き
取
り
を
継
続
す
る
必
要
性
が
あ
る
た
め
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
以
後
も
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
で
中
尾
ハ
ジ
メ
と
ア

イ
リ
ー
ン
・
ス
ミ
ス
が
聞
き
取
り
調
査
を
つ
づ
け
て
い
た
意
義
が
そ
の
点

に
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。 

加
え
て
、
ふ
た
り
の
仕
事
は
、
反
原
発
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
火
付
け
役

と
な
り
、
八
〇
年
代
に
力
を
持
っ
た
広
瀬
隆
の
原
発
「
事
故
」
が
起
き
る

こ
と
で
、
生
活
が
破
壊
さ
れ
る
（
滅
亡
す
る
）
と
い
う
「
終
末
論
」
的
な

煽
り
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
広
瀬
の
仕
事
か

ら
欠
落
し
て
い
る
「
事
故
」
以
後
は
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
延
々
と

継
続
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
事
故
」
で
全
て
が
終
わ
る

の
で
は
な
く
、
生
活
が
「
事
故
」
以
後
に
変
貌
し
、
そ
れ
が
完
結
す
る
こ

と
な
く
つ
づ
く
と
い
う
（
滅
亡
よ
り
も
厳
し
い
か
も
し
れ
な
い
）「
現
実
」

を
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
先
駆
的
に
示
し
た
仕
事
と

し
て
中
尾
ハ
ジ
メ
と
ア
イ
リ
ー
ン
・
ス
ミ
ス
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
で
の
聞

き
取
り
調
査
を
評
価
し
、
そ
の
よ
う
な
仕
事
に
も
書
く
場
所
を
与
え
て
い

た
『
80
年
代
』
の
多
様
性
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

◇ 

座
談
会
印
象
記 

二
〇
二
一
年
十
二
月
二
十
五
日
、
福
岡
大
学
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
た
第
六
五
回
原
爆
文
学
研
究
会
に
参
加
し
た
。
第
一
期
最
後
を
締
め
る

座
談
会
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
明
か
さ
れ
た
密
度
の
濃
い
も
の

と
な
っ
た
。
い
つ
も
最
初
に
挙
手
を
し
て
質
問
し
て
き
た
髙
野
さ
ん
は
、

傍
観
者
に
な
る
な
と
い
う
思
い
か
ら
、
懸
命
に
レ
ジ
ュ
メ
を
読
み
、
発
表

者
に
憑
依
し
て
質
問
を
捻
り
出
し
て
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
い
つ
も
発
表

で
膨
大
な
先
行
研
究
を
マ
ニ
ア
ッ
ク
に
網
羅
し
て
き
た
中
野
さ
ん
は
、
先

人
が
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
か
ら
こ
そ
の
網
羅
で
あ

っ
た
と
い
う
。
研
究
会
と
し
て
の
到
達
点
に
つ
い
て
は
、
少
人
数
で
始
め

た
会
が
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
や
、
二
〇
一
七
年
の
『
〈
原
爆
〉

を
読
む
文
化
事
典
』
の
刊
行
が
、
そ
れ
ぞ
れ
長
野
さ
ん
、
畑
中
さ
ん
か
ら

言
及
さ
れ
た
。
会
に
は
い
ま
や
様
々
な
領
域
か
ら
原
爆
・
核
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
人
々
が
集
っ
て
い
る
が
、
坂
口
さ
ん
は
、
最
近
は
研
究
者
の
会
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
表
明
さ
れ
、
川
口
さ
ん
と
長

野
さ
ん
は
、
今
後
の
方
向
と
し
て
も
う
一
度
文
学
に
立
ち
戻
り
、
文
学
と

し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
し
た
い
と
語
っ
た
。
参
加
者
の
思
い
は
そ
れ

ぞ
れ
だ
が
、
表
現
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
、
狭
い
意
味
で
の
研
究
者

に
限
ら
な
い
人
々
の
参
加
が
こ
の
会
を
よ
り
魅
力
的
で
刺
激
的
な
も
の

に
し
て
い
る
こ
と
は
、
複
数
の
人
が
言
及
し
た
共
有
認
識
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
研
究
会
を
ク
リ
ス
マ
ス
に
開
催
す
る
こ
と
や
会
誌
編
集
の
負
担

な
ど
、
運
営
に
関
す
る
意
見
も
挙
げ
ら
れ
た
。
良
く
も
悪
く
も
ア
ナ
ロ
グ

で
人
間
味
に
溢
れ
た
会
で
あ
る
。
個
人
的
な
話
を
す
る
と
、
私
が
ク
リ
ス

マ
ス
に
福
岡
に
駆
け
つ
け
た
の
は
、
第
一
期
の
最
後
を
見
届
け
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
十
年
前
に
は
じ
め
て
参
加
し
て
以
来
、
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研
究
会
（
正
確
に
は
会
に
集
う
人
々
）
は
私
に
と
っ
て
大
切
な
存
在
と
な

っ
て
い
っ
た
。
二
〇
一
七
年
に
は
陜
川
に
訪
問
し
て
貴
重
な
経
験
が
で
き
、

二
〇
一
八
年
か
ら
の
長
崎
で
の
生
活
は
、
長
崎
で
開
催
さ
れ
た
研
究
会
と

と
も
に
幕
を
開
け
た
。
仕
事
に
人
生
に
大
変
だ
っ
た
時
、
メ
ン
バ
ー
が
心

の
支
え
と
な
っ
て
く
れ
た
。
研
究
会
で
出
会
え
た
方
々
は
、
人
間
が
経
験

し
た
核
の
惨
禍
を
、
人
間
の
視
点
で
捉
え
、
表
現
し
よ
う
と
す
る
、
終
わ

り
の
な
い
営
為
を
同
時
代
に
行
っ
て
い
る
仲
間
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
会

を
支
え
て
こ
ら
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
第
二
期
と
な
る
会
の
今

後
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
尾
麻
伊
香
） 

 

彙 

報 

第
六
五
回 

原
爆
文
学
研
究
会 

○
日
時 

二
〇
二
一
年
十
二
月
二
十
五
日
（
土
） 

○
会
場 

福
岡
大
学 

文
系
セ
ン
タ
ー
棟
十
五
階
第
五
会
議
室 

※
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
の
開
催 

 

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：
「
一
九
八
〇
年
代
の
雑
誌
に
み
る
反
原
発
思
想
」 

報
告
１ 

一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
児
童
文
学
誌
に
み
る
「
反
原
発
」 

言
説
の
展
開
と
、
た
つ
み
や
章
『
夜
の
神
話
』
の
登
場 

髙
畑 

早
希 

報
告
２ 

『
宝
島
』
に
お
け
る
反
原
発
思
想
の
展
開 

久
野
桜
希
子 

報
告
３ 

運
動
体
と
し
て
の
野
草
社 

―

『
80
年
代
』
・
『
自
然
生
活
』
の
分
析
を
中
心
に―

  

加
島 

正
浩 

○
座
談
会
：
「
原
爆
文
学
研
究
会
の
二
〇
年
を
振
り
返
る
」 

川
口
隆
行 

坂
口
博 

髙
野
吾
朗 

中
野
和
典 

長
野
秀
樹 

畑
中
佳
恵 

編
集
後
記 

 

二
〇
二
一
年
十
二
月
の
第
六
五
回
研
究
会
開
催
か
ら
会
報
発
行
に
至

る
ま
で
の
間
に
日
本
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
第
六
波
、
世
界
で
は
ロ

シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
、
私
た
ち
を
囲
む
世
界
が
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
う
報
道
が
連
日
続
く
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
人
が
自
身
の
生

活
や
生
命
を
脅
か
す
事
態
に
直
面
し
、
新
た
な
冷
戦
の
到
来
と
も
思
わ
れ

る
中
、
奇
し
く
も
本
研
究
会
は
二
〇
二
二
年
三
月
を
も
っ
て
第
一
期
の
活

動
を
終
了
し
ま
す
。
今
後
は
第
二
期
・
原
爆
文
学
研
究
会
（
仮
）
の
会
員

を
募
り
、
新
た
な
活
動
体
制
を
模
索
し
て
い
く
予
定
で
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
研
究
会
で
の
報
告
内
容
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
報
告
者
の
み
な
さ
ん
、
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
お
よ
び
座
談
会
印
象
記
の
執
筆

を
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
長
野
秀
樹
さ
ん
、
中
尾
麻
伊
香
さ
ん
に
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
堀
本 

嘉
子
）       
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